
障害福祉サービス等の計画と実績兼成果目標達成のための活動指標 資料５－２

区分

事業名 計画 実績 計画 a 実績b 計画 実績

時間 25,405 24,002 25,761 29,420 26,173 114.2%

人 1,059 1,045 1,073 1,100 1,091 102.5%

時間 3,238 3,447 3,310 3,588 3,385 108.4%

人 154 161 158 169 161 107.0%

時間 700 557 818 480 941 58.7%

人 19 15 23 15 26 65.2%

時間 61,221 68,508 64,785 73,195 67,959 113.0%

人 157 157 166 164 174 98.8%

時間 0 0 0 0 0 -

人 0 0 0 0 0 -

人日 23,771 22,751 24,295 23,806 26,173 98.0%

人 1,278 1,234 1,306 1,249 1,336 95.6%

②療養介護 人 78 74 80 72 81 90.0%

人日 3,501 3,841 3,578 4,192 3,659 117.2%

人 500 595 511 693 523 135.6%

人日 367 317 375 312 383 83.2%

人 61 79 62 77 64 124.2%

①施設入所支援 人 431 427 424 428 416 100.9%

【実施状況や評価等】
施設入所支援の需要はあるが、入所者の地域移行支援も進めており人
数に変化はない状況である。

【次年度における取組等】
施設入所者の地域移行を促進させ、施設入所せずに地域で暮らし続ける
支援の充実に取り組んでいく。

(３)施設系サービス(1か月あたり平均)

(2)日中活動系サービス(1か月あたり平均)

①生活介護
【実施状況や評価等】
障害者が地域で暮らし続けるためには短期入所利用ニーズが高く、計画
を上回る実績となった。

【次年度における取組等】
重度障害者が必要なサービスは不足しているため、今後も生活介護をは
じめ重度障害を受け入れられる短期入所等の整備誘導を進めていく。

③短期入所
(福祉型)

④短期入所
(医療型)

(1)訪問系サービス(1か月あたり平均)

①居宅介護
【実施状況や評価等】
在宅生活を支える訪問系サービス(行動援護を除く)の利用ニーズの高ま
りにより利用時間数が増加し計画を上回る実績となった。

②同行援護

③行動援護

④重度訪問介護

⑤重度障害者等包括
支援

令和7年度の実施状況や評価など単位
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和7年度

達成度
b/a
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区分

事業名 計画 実績 計画 a 実績b 計画 実績
令和7年度の実施状況や評価など単位

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和7年度
達成度
b/a

①自立生活援助 人 11 18 11 22 12 200.0%

①自立生活援助
【うち、精神障害者】

人 8 14 9 18 9 200.0%

②共同生活援助 人 667 704 681 741 697 108.8%

②共同生活援助
【うち、精神障害者】

人 248 237 261 280 274 107.3%

人日 297 199 295 154 294 52.2%

人 30 25 30 20 29 66.7%

人日 1,776 1,842 1,966 1,708 2,176 86.9%

人 148 148 164 136 181 82.9%

人日 1,332 1,397 1,474 1,348 1,632 91.5%

人 105 112 116 105 129 90.5%

人日 359 250 374 210 389 56.1%

人 13 9 13 8 14 61.5%

人日 ― ― 584 2 597 0.3%

人 ― ― 146 1 149 0.7%

人日 4,818 4,643 4,924 4,766 5,036 96.8%

人 283 292 290 292 296 100.7%

人日 1,134 1,045 1,159 1,081 1,185 93.3%

人 67 63 68 66 70 97.1%

人日 20,421 18,827 20,871 19,763 21,346 94.7%

人 1,361 1,357 1,391 1,405 1,423 101.0%

⑧就労定着支援 人 149 142 156 143 164 91.7%

(４)居住支援系サービス　(1か月あたり平均)

【実施状況や評価等】
利用者が増加し、計画を上回る実績となった。

【次年度における取組等】
障害のある方が、本人の希望や状況に応じて地域で安心して暮らし続け
られるよう、関係機関への働きかけを通じて実施事業者の確保・拡充に
取り組みます。

【実施状況や評価等】
グループホームの新規開設により、共同生活援助を必要とする需要に応
じることができ、利用者数が増加した。

【次年度における取組等】
精神病院からの地域移行者の受入れが促進されるように今後もグループ
ホームの整備誘導を進めていく。

(５)訓練系・就労系サービス(1か月あたり平均)

①自立訓練
(機能訓練)

【実施状況や評価等】
障害者の法定雇用率の引き上げにより、訓練系・就労系サービスを利用
する障害者像の変化があり、施設種別によって実績が大きく下回る結果
となった。

【次年度における取組等】
訓練系・就労系サービスの利用ニーズに応じた施設支援ができるよう、新
規事業である就労選択支援の利用者の動向も注視し、施設と連携し取り
組んでいく。

②自立訓練
(生活訓練)

②自立訓練
(生活訓練)
【うち、精神障害者】

③自立訓練
(宿泊型)

④就労選択支援
【新規】

⑤就労移行支援

⑥就労継続支援(A
型)

⑦就労継続支援(B
型)
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区分

事業名 計画 実績 計画 a 実績b 計画 実績
令和7年度の実施状況や評価など単位

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和7年度
達成度
b/a

①計画相談支援 人 1,056 1,081 1,079 1,161 1,104 107.6%

②地域移行支援 人 6 3 6 5 6 83.3%

②地域移行支援
【うち、精神障害者】

人 3 3 3 4 3 133.3%

③地域定着支援 人 8 4 9 3 9 33.3%

③地域定着支援
【うち、精神障害者】

人 7 4 7 3 7 42.9%

人日 6,668 6,535 6,815 6,920 6,970 101.5%

人 1,667 1,778 1,704 1,757 1,743 103.1%

人日 42 21 43 20 44 46.5%

人 8 8 9 7 9 77.8%

人日 11,669 12,561 11,926 13,851 12,198 116.1%

人 1,945 2,309 1,988 2,570 2,033 129.3%

人日 186 241 192 309 198 160.9%

人 93 118 96 155 99 161.5%

人日 14 0 14 0 15 0.0%

人 3 0 3 0 3 0.0%

①障害児相談支援 人 361 314 369 334 378 90.5%

【実施状況や評価等】
地区の特定相談支援事業所、地域の地域障害者相談支援センターぽー
と、全区を担う基幹相談支援センターによる相談支援体制を構築してお
り、相談支援専門員初任者研修等による人材育成や相談支援体制の強
化を図っている。実績が計画を下回っているものの、地域の相談支援の
中核的役割として総合支所保健福祉センターや相談支援事業所から寄
せられる困難ケース等の相談に丁寧に関わり支援の充実を図った。

【次年度における取組等】
基幹相談支援センターが実施する人材育成研修等を通じて、相談支援専
門員のスキルアップに取組むとともに、各相談機関、関係機関との連携を
引き続き図ることで相談支援体制の充実・強化を進めていく。また、相談
支援事業所連絡会をはじめ、さまざまな機会を通じて基幹相談支援セン
ターの取組みの周知を図る。

【実施状況や評価等】
地区の相談支援事業者による取組が円滑に進むよう、地域の地域障害
者相談支援センターぽーと、全区を担う基幹相談支援センターによる相
談支援体制を構築している。実績は計画どおり又は一部下回る状況であ
り、引き続き、関係者間の連携や支援体制の充実が求められる。

【次年度における取組等】
基幹相談支援センターが実施する人材育成研修等を通じて、地域の支援
機関の支援力向上を図りつつ、各相談機関、関係機関との連携を引き続
き図ることで相談支援体制の充実・強化を進めていく。

(７)障害児通所支援(1か月あたり平均)

①児童発達支援
【実施状況や評価等】
放課後等デイサービス及び保育所等訪問支援の利用者数が計画を大幅
に上回っており、放課後等デイサービスについては、利用者数の伸びに施
設数が追いついていない状況となっている。また、保育所等訪問支援に
ついては、区内実施事業所が増加したことによる利用者数の増となって
いる。

【次年度における取組等】
放課後等デイサービスが計画を大きく上回る利用者数の伸びとなってい
ることから、新規整備を更に進めていく必要がある。

②居宅訪問型児童発
達支援

③放課後等デイサー
ビス

④保育所等訪問支援

⑤医療型児童発達支
援

(８)障害児相談支援

(６)相談支援(1か月あたり平均)
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区分

事業名 計画 実績 計画 a 実績b 計画 実績
令和7年度の実施状況や評価など単位

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和7年度
達成度
b/a

①関連分野の支援を
調整するコーディネー
ター

人 1 1 1 6 1 600.0%

【実施状況や評価等】
都が実施する医療的ケア児等コーディネーター養成研修を修了した人数
は概ね計画通り推移した。

【次年度における取組等】
引き続き、研修の受講増につながるよう、周知等に取り組んでいく。

①ペアレントプログラ
ム等の受講者数

人 21 23 22 23 23 104.5%

②ペアレントメンター
の人数

人 8 7 9 7 9 77.8%

③ピアサポートの活動
への参加人数（みつけ
ばルーム参加者数）

人 1,809 1,973 1,903 2,133 2,001 112.1%

①協議の場参加者数 人 24 28 24 26 24 108.3%

【うち、保健】 人 3 4 3 4 3 133.3%

【うち、医療・精神科】 人 2 3 2 2 2 100.0%

【うち、医療-精神科以
外】

人 6 3 6 2 6 33.3%

【うち、福祉】 人 11 16 11 15 11 136.4%

【うち、介護】 人 0 0 0 1 0 ―

【うち、当事者】 人 2 2 2 2 2 100.0%

【うち、家族など】 人 0 0 0 0 0 ―

②協議の場における
目標設定及び評価の
実施回数

回 2 1 2 1 2 50.0%

【実施状況や評価等】
世田谷区精神障害者等支援連絡協議会において「次期インクルージョン
プラン策定にむけて」「精神疾患・精神障害・メンタルヘルスの普及啓発に
関すること」の2つのテーマについて意見交換を行った。

【次年度における取組等】
次期インクルージョンプランの策定に向けて意見交換を行う。

(９)医療的ケア児支援【新規】

(１０)発達障害者等に対する支援

【実施状況や評価等】
当事者・保護者参加型の支援については、計画を上回る実績となった。特
に大きく上回るピアサポート活動については、参加者が定着し、コンスタ
ントに参加している人数が増えていることが要因と思われる。

【次年度における取組等】
引き続き、計画数を達成できるよう、プログラムの周知方法や実施内容等
を工夫しながら取り組む。

(１１)精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築
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区分

事業名 計画 実績 計画 a 実績b 計画 実績
令和7年度の実施状況や評価など単位

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和7年度
達成度
b/a

①総合的な相談支援
の実施見込み

有無 有 有 有 有 有 ―

②相談支援事業者の
訪問等による専門的
な指導・助言件数

件 70 49 70 48 70 68.6%

③相談支援事業者の
人材育成の支援件数

件 80 32 80 28 80 35.0%

④相談機関との連携
強化の取組の実施回
数

回 23 16 23 18 23 78.3%

①都の研修への参加
人数

人 10 5 10 7 10 70.0%

【実施状況や評価等】
質の向上を図るため、区職員が研修等へ参加したが計画値を下回る結
果となった。

【次年度における取組等】
研修参加機会の確保を図る等、目標達成に向け取組んでいく。

①自立支援システム
の審査支払

有無 有 有 有 有 有 ―

【実施状況や評価等】
事業所からの審査支払結果に関する問い合わせに対し、問題点等を的
確に伝え、適切な請求ができるよう調整を行った。

(１２)相談支援体制の充実強化

【実施状況や評価等】
地区の特定相談支援事業所、地域の地域障害者相談支援センターぽー
と、全区を担う基幹相談支援センターによる相談支援体制を構築してお
り、相談支援専門員初任者研修等による人材育成や相談支援体制の強
化を図っている。実績が計画を下回る取組みがあるものの、地域の相談
支援の中核的役割として総合支所保健福祉センターや相談支援事業所
から寄せられる困難ケース等の相談に丁寧に関わり支援の充実を図っ
た。

【次年度における取組等】
基幹相談支援センターが実施する人材育成研修等を通じて、相談支援専
門員のスキルアップに取組むとともに、各相談機関、関係機関との連携を
引き続き図ることで相談支援体制の充実・強化を進めていく。
　また、相談支援事業所連絡会をはじめ、さまざまな機会を通じて基幹相
談支援センターの取組みの周知を図る。

(１３)サービスの質向上
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